
 

 

 

 
−寄付プログラム− 

次世代の芸術創造を活性化する研究助成 
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⽇本における芸術⽂化活動への 
クラウドファンディング活⽤の現状と課題 

 
 

本報告会では、2022 年度の次世代の芸術創造を活性化する研究助成の報告会を開催します。助成
対象者の照井敬⽣⽒による活動報告と、クラウドファンディングに精通する有識者や実践者とし
て、落合千華⽒と川崎陽⼦⽒をゲストに迎えたディスカッションを実施します。 

研究概要 

本研究の⽬的は、コロナ危機以降の⽇本における、クラウドファンディングを活⽤した芸術⽂化⽀
援を調査することで、クラウドファンディングを効果的に活⽤するための知⾒および現状の課題を
明らかにすることである。調査⼿法として、クラウドファンディングを実施した芸術家個⼈・団体
およびプラットフォーム企業に対する聞き取り調査、クラウドファンディングに関⼼がある芸術家
へのアンケート調査、メディア記事・学術論⽂の分析を組み合わせて実施した。本研究の成果とし
て、公的助成との効率的な組み合わせや⽀援者とのコミュニケーション、芸術⽂化の社会的価値に
関する新たなナラティブの構築など、クラウドファンディング実施に際しての効果的な実践を明ら
かにする。同時に、事務負担や対価の設定、⽀援者との軋轢、クラウドファンディングを⽴案・遂
⾏する際の⼼理的・実務的な障壁について論じ、⽂化政策への提⾔を⾏う。（照井敬⽣） 

⽇時：2023 年8 ⽉23 ⽇（⽔）19：00-20：30        会場：Zoom ウェビナー  

ウェビナー参加登録：https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_RKStZ1soQLKfw14djxksPg  

発表者： 
照井 敬⽣  ⻄安交通リヴァプール⼤学専任講師 

ゲスト： 

落合 千華  ⼀般社団法⼈ CoAr 代表理事／慶應義塾⼤学 SFC 研究所上席所員  

川崎 陽⼦  KYOTO EXPERIMENT 共同ディレクター 



   

川崎 陽⼦  KYOTO EXPERIMENT 共同ディレクター 

株式会社CAN 勤務を経て、2011-2014 年京都芸術センター アートコーディネーター。2014-2015 年、⽂
化庁新進芸術家海外研修制度によりベルリン HAU Hebbel am Ufer 劇場にて研修。近年はジャンルを横断し
た舞台芸術プロジェクトの企画・制作を⾏う。KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭には2011 年より
制作として参加、2020 年より共同ディレクター。 

クラウドファンディング実施例：KEX サポーター https://kyoto-ex.jp/donate   

 

2024年度公募プログラム「−寄付プログラム−次世代の芸術創造を活性化する研究助成」 

本研究助成は匿名の個⼈の⽅からの当財団への寄付⾦を財源とし、2020年度に開始しました。 

現代演劇や舞踊界の持続可能性に対する問題意識を⼟台に、⽂化政策の制度や仕組みに変化を促すことを

⽬的とする調査、研究を対象。その結果に基づいて、国や地⽅⾃治体等の公的機関や⺠間団体へ具体的な

政策やプログラムを提⾔する事業を⽀援します。 

•助成対象者や助成内容、申請⼿続き等の詳細については、当財団のウェブサイトをご参照ください 

https://www.saison.or.jp/  

個⼈寄付のお願い 

セゾン⽂化財団では、現代演劇・舞踊分野の促進を⽬的とする⽀援活動のためのご寄付を、個⼈の皆様から

募っています。皆様のご賛同を仰ぎ、格別のご⽀援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

•個⼈寄付に関する詳細やお申し込みについては、以下の Google フォームをご参照ください。 

Google フォーム：https://forms.gle/ACEughCQLBpeVT9a8   

お問い合わせ先 

公益財団法⼈セゾン⽂化財団 京橋事務所 〒104-0061 東京都中央区京橋3-12-7 京橋⼭本ビル4階 

TEL: 03-3535-5566 ／ Email: foundation@saison.or.jp ／ Homepage: https://www.saison.or.jp/  

 

 

 

落合 千華  ⼀般社団法⼈ CoAr 代表理事／慶應義塾⼤学 SFC 研究所上席所員 

沖縄県読⾕村在住。⼦どもの活動、芸術⽂化活動、コミュニティに関する伴⾛⽀援・企画運営に取り組む。 

⾏政、企業や⾮営利組織との協働経験多数。特に被災地や沖縄での⼦どもの芸術⽂化活動、⾳楽を中⼼とし
た舞台芸術に関する団体、劇場等との協働、伴⾛⽀援に従事。コロナ禍では2020 年5⽉にArts United 

Fund を設⽴し、資⾦調達とインディペンデントアーティストへの⽀援を実施。 

登壇者プロフィール 

照井 敬⽣  ⻄安交通リヴァプール⼤学専任講師 

英国ウォーリック⼤学修⼠号（⽂化政策研究）、キングス・カレッジ・ロンドンにて博⼠号（クリエイティ
ブ産業研究）を取得。現在は⻄安交通リヴァプール⼤学（リヴァプール⼤学の蘇州分校）にて専任講師。 

研究テーマは⽂化政策・クリエイティブ産業における経済的価値と芸術的価値の調和。International Journal 

of Cultural Policy、The Journal of Arts Management, Law and Society、The Journal of Cultural Management and 

Cultural Policy誌より論⽂を出版。 
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